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オ ニ ノヤ ガ ラ

札幌植物雑記帳(3)

原 松 次

土中のナラタケと共生する葉緑素を持たない興

味ある植物 として知られているオニノオガラは、

個体数こそ少ないが札幌市内各地の雑木林にある。

花期は7月 中旬頃、太い直立 した1m内 外の花茎

を鬼が使 った矢の矢柄(矢 の軸)と みた和名であ

るという。地中にはジャガイモ状の塊茎(ま たは

根茎、根ではない)が 一個ある。その大きさは長

さ9cm、 直径4cm位 でやや平た く、イモの付き方

はゴルフクラブによく似ている。調査当初オニノ

ヤガラはてっきり多年草(秋 に地上部は枯れるが、

春になるとあたらしい茎が伸び出て くる)と 思い

こんでいたが、その後それは誤りであることが分っ

たなど、ここではイモにスポットを当てることと

した。

昭和49年7月 登別市の丘陵地を歩いたとき前年

度の所には見当らず別の場所で花をつけた本種に

出会った。変だぞ、今年は休みかとつぶやいた。

53年7月 下旬、道南の厚沢部町で果実はすでに枯

れ、割れ微細な種子を散:らしつつある株のイモを

試みに調べたところ、皮だけは しっかりしている

ものの中の肉はペ トペ トに解けていた。開花そ し

て結実 し目的を果 したイモはこのように消え失せ

る運命にあることをその時初めて知った。

その後時間をかけr寧 に掘 り起すことに気付 き

その試みを重ねたところ、塊茎に何個かの子イモ

がついていること、親イモ、子イモにナラタケの

黒味をおびた菌糸がまつわ りついている場合が多

いこと、さらに親イモの尾部にちぎりとったよう

な跡が必ずあることを知 った。その跡は一体何な

のか、さっぱ り分らなかった。この疑問が解けた

のは55年 で、場所は苫小牧郊外にあるエゾマツ植

林地である。ナラタケと合体 した若いイモはその

助けを受け先端に越冬芽をつ くり年々肥大 してゆ

くこととなるが、その過程において次年度のイモ

に全栄養分を移動せさ、十分の大きさとなったと

き初めて花茎を立てることとなる。もぬけの殻と

なった皮部は枯れてはいるが丈夫で少なくとも2

年は残存するようで、その殻の落ちた部分が跡と

なる。その過程は別図をご覧願いたい。

なおゴルフクラブ状ではないオニノヤガラに出

会ったことがある。57年7月19日 、幌延町の宗谷

線敷地の砂利の中に60cmば か りで花をつけた3本

が寄 りそって立っていた。よくもまあこんな所に

と感心 した。砂と石ころのため作業は容易なので

1本 のの地下を探ってみた。 しか し有 りそうな所

にイモはない。それもそのはず大きめの石にはば

まれ余儀なく、直立 したイモから真っす ぐ上に花

茎を伸ば していたためであった。 しか し他の2本

は正常で、全面に菌糸をまとった大きさ1cmほ ど

の子イモが9個 もあった。

最後にオ'ニノヤガラについて目に した既往の資

料にふれておきたい。ここにはこれまでの実態調

査では考えられない点もあるがそのまま紹介する。

草野俊助:オ ニノヤガラとナラタケの共生。植

物学雑誌。明治43年3月 号(1910年)解 剖学を

中心とした論文。 ここに関係する要点。

一塊茎に菌糸束の結合は偶然的。結合 した場合に

限 り完全に発育、開花結実する。
一 一一オニノヤガラはナラタケが発生する土地に

限 り成育する。

ナラタケは関東地方ではナラ、クヌギの老

樹根上に繁殖 し、地中に蔓延する。オニノヤガラ

がこのような所に多 く見られるのは事実である。

前川文夫:原 色 日本のラソ。昭和46年 。着色描

画の図鑑。 「塊茎の一方の端から花茎が直立する

が、若い場合には花茎とならずいったんやせた芽

とな り8月 頃に古い根一茎の内容はそちらに移って

次年の根茎となる。開花 した場合には根茎上半の

表面から数個のいぼ状の芽を分ち、後に新 しい根

茎となる」

北村四郎:村 田 源、小山鉄夫:原 色 日本植物

図鑑。草本編III。昭和59年 。 「多年生の無葉ラソ。

地下にはだ円形でジャガイモのような塊茎をつ く

りその中にナラタケの菌糸を入れて、その消化吸

収から栄養をとる。イモは毎年更新する」。

木村康一、木村孟淳:原 色日本薬用植物図鑑。

昭和62年 。 「根茎を天麻(テ ソマ)と 呼んで漢方

では強壮、鎮痙、鎮静の高貴薬とす る」。「栽培

には中国で努力が重ね られ、実用的栽培が1970年
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代後半から開始されている。 まず共生する真菌類

のナラタケをブナの類、あるいはサクラの類など

の枯れた幹にちょうど椎茸と同じように菌を植え

つけ、材の中に菌糸がひろがったころをみはからっ

て幹に径約lcmの 孔をあけ、オニノヤガラの種子

を果実のままさし込んで、冷涼で湿度が高いll≒1地

などで、その材を積み重ねてお くと発芽 してその

孔から肥大した根茎が生長 し、その先に茎を出 し
ノアねドゆツ ロ
丸吃、o」

柴 田 佳 太 編:資 源 植 物 事 典 、増 補 改:訂版 。 平成

元年.、 ド花 後 塊 茎 の 上 部 か ら細 長 な横 萄 地F茎 を

生 じ、 ナ ラ タケ 菌 糸 の 助 力 の もと に 、 そ の 先端 部

に 新塊 茎 を 形 成す る。 天 麻 は この 塊 茎 を蒸 乾 し た

もの で 、長 さ5～15cm、 直 径2～3cm、 稽 扁1`1{さ

れ外 面 に少 し鐵 が あ り横 断 面 は 穂 透 明 で 辛 味 が あ

る。
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梅 年 この醐 はい殉i批 とを思 うのであるが、紅 なると植物の名をす つか り忘れて しまって♂

{る のである・l
l雪 解 け の 頃 と もな る と、 半年 周 、 草木 に接 して い な か った せ い で 、 早 く野 山 を 歩 き た くな って くる,,l

lし か し、いざ出掛けてみると見釜εえのある植物がぞ くぞ く醐 してくるのではあるが、 これがまるで暫 へ

1く ぶ りでばった り会った鍵 のように・顔は思咄 せるのであるが・名}泌 まった く思咄 せないのでl
lあ る。結局、鳥頭と言われながらも伊藤先生等のご教授を賜ることになるのである。l

l果 た して今回の観察会もそのよう測 季こたらくであったので、植物の名を聞きもらすまいと諸先生のあl

lと に しっ か りつ い て 回 った の で あ った 。l

l当 日は 晴 天 で 髄 った が 風 カミ非 常 に 強 く、肌 寒 い 日で あ った が 、 エ ゾエ ソ ゴ グ サ 、 ナ ニ ワ ズ 、 エ ソ レ1し ノ

ピイ ソ ウ、 セ ソボ ソヤ リ、 ヒ メイ チゲ な どの 春植 物 と、 ヤ ナギ類 の 開花 を 見 る こと がで きた
。 また他 に も、l

lミ ズ バ シ ョ ウ ・ フ デ リ ソ ド ウ ・ ジ ソ ヨ ウ イ チ ヤ ク ソ ウ ・ エ ゾ ス ズ ラ ソ?ネ コ ノ メ ソ ウ 、 ギ ョ ウ ジ ャ ニ ソ1
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